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論 文 内 容 の 要 旨 
 アジアの歴史都市においてはその地域で育まれた固有の文化の継承・発展が課題となっている。そ
の背景には多様な文化圏が隣接するとともに、それら相互の交流により固有の文化が形成されている
点、欧米文化の流入やグローバリゼーションの影響によって、こうした個性的な文化を維持していく
ことが困難な状況がある。こうした観点から本研究は、タイ北部の都市、チェンマイにおけるショッ
プハウス（町家）のファサードデザインに関して、そのデザインエレメントの分析によりその特性を
明らかにしたものである。そして多様な様式が混在するなか、固有の文化的側面の継承に着目したデ
ザイン誘導のあり方を展望するための解析手法の確立を目指した研究である。 
 
 本研究は５章から構成されている。 
 １章では研究の背景、目的等について述べるとともに、多様な様式の流入とそれらの混在といった
潮流がみられる建築様式と、歴史的景観の保全を目的としたチェンマイ市のショップハウスに対する
建築規制の抱える問題について触れ、地域固有の伝統的建築様式の研究とショップハウスのファサー
ド解析手法と両者の照査によって、ファサードデザインの分析を図る方針を示した。 
 ２章では研究の位置づけ、研究の方法について述べ、建築規制の状況、チェンマイにおける既往研
究を述べ、ニューラルネットワークなど本研究で用いる研究の方法を示した。 
 ３章では分析手法検証のための分析手法を提示した。専門家による典型的な建築様式の類型に対し、
サンプル抽出した建築ファサードの構成エレメント、配置を入力値としてその妥当性を検証した。 
 ４章では３章の結果を踏まえ、ショップハウスの建築年代別類型、グリッドアナリシス、ニューラ
ルネットワークによる解析によるファサードデザインの類型化を実施した。またその仮説として提示
した、歴史的展開との相関によるファサード様式の類型、ランナータイ様式にみられるファサード様
式のコンポーネンツを示し、グリッドアナリシス、ニューラルネットワークを用いて仮説検証の分析
を実施した。 
 ５章では、解析の結果を踏まえた地域固有のランナータイ様式のもつファサードデザインの特性に
ついて述べ、これまでの研究成果を総括し、ファサードの誘導のあり方について展望した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 アジア都市は多様な文化圏が隣接し、それら相互の交流が活発であるとともに、グローバル化の影
響もうけて、地域で育まれてきた固有の建築およびそれらの総体としての景観が失われつつある。こ
のようにアジアの歴史都市では、地域固有の伝統・文化を継承していくことが課題となっている。特
に街並み景観においては、こうした観点から本研究は、タイ北部の都市、チェンマイにおけるショッ
プハウス（町家）のファサードデザインに関して、そのコンポーネント（構成要素）の分析によりそ
の特性を明らかにしたものである。そして多様な様式が混在する状況のもと、その分析手法の確立を
目指しつつ、地域固有の文化的側面の継承に着目したデザイン誘導のあり方を展望する研究である。 
 本論文は５章から構成されている。 
 １章では研究の背景、目的を述べている。また、多様な様式の流入とそれらの混在といった潮流が
みられる建築様式と、歴史的景観の保全を目的としたチェンマイ市のショップハウスに対する建築規
制の抱える現状とその問題について触れ、地域固有の伝統的建築様式の研究とショップハウスのファ
サード解析手法と両者の照査によって、ファサードデザインの分析を図る方針を示している。 
 ２章では、研究の位置づけ、研究の方法、日本国内事例調査、研究対象としたチェンマイ市街地の
成立経緯、都市空間の状況を述べるとともに、本研究で用いるニューラルネットワーク等の研究の方
法について示している。 
 ３章では、分析手法検証のための方法を提示している。専門家の判定による現存する典型的な建築
様式について類型化を行うとともに、サンプル抽出した建築ファサードについて、グリッドによるト
レースメジャーを用いたコンポーネントの配置分析、ニューラルネットワークによる各様式に関わる
重要なコンポーネントの抽出を行い、分析手法の妥当性を検証している。 
 ４章では、ショップハウスの建築年代別分析による歴史的展開を踏まえ、固有様式のひとつである
ランナータイ様式に着目し、グリッドによるトレースメジャーを用いた分析、ニューラルネットワー
クによる分析を実施し、コンポーネントの配置、コンポーネントの重要度という２つの組み合わせに
よってランナータイ様式を定義づけている。 
 ５章では、これまでの研究成果を総括し、チェンマイにおけるショップハウスのランナータイ様式
のありようについて述べ、そのファサードの誘導のあり方について展望している。 
 以上の研究成果は、多様な様式の流入よりデザインが混乱するアジア都市における固有文化の継
承・発展を目指した建築ファサードの分析手法に道筋をつけ、地域でデザイン誘導を展開するうえで
一つのモデルを提示したところに優位性があると評価でき、都市計画学、都市デザインの研究・計画
実践の発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける
資格を有すると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
